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第3.5回環境史WG研究会

2009年5月21日13:30～15:30，総合地球環境学研究所4研究室．

参加者：湯本，石丸，川瀬，瀬尾，佐々木，辻野

内容
· 第3回研究会の内容を簡単に紹介し，洗い出された問題点を吟味した． 

· どのような外形にするか ⇒ 横軸に時間．表見開きに1枚，裏見開きに1枚，合計2枚．案1~3）を検討中．

· 案1）一巻，2地域，2枚の年表 ⇒ それぞれの地域の年表
· 生態系ごとにまとめるのであって地域ごとにまとめるのではない．本を執筆するにあたって合体させたのに，見開きでもう一度分裂しては意味がない．
· 案2）時代スケールの解像度を変えて2枚 ⇒ 2000年スケールと500年スケールで分ける．または長い時間スケールと近代統計が使える時間スケールにばっさり時代を分けて，方法論をそろえて年表のグラフを書く． 

· 近代統計と古い情報を合体させるのには無理があるので案1よりもよい．

· 案3）一枚は年表，もう一枚は地図をメインに見取り図として描く． 

· しかし，たとえば山と森の巻では東北と秋山を指差しているだけの地図ができてしまう．
· 地球研で取り組む部分と各班で取り組む部分の分担 ⇒ 検討中．
· いかにしてわかりやすい年表を作るか ⇒ 

· WG研究会の3つの目標：
· （１）数値データや年表データを重ねあわすことで個々の環境史を詳細に見ること． 
· 着々と個々の事例を探求してゆく．プロジェクトとしてはHu-timeを利用して生物資源ごとに切り出す．

· （２）さまざまな生態系（各巻）での自然利用の通史を描く．
· （１）の事例を積み重ねたエッセンスを抽象化したものを作成するべき．
· しかし，本用の環境史年表を作成する必要があり，それには時間が限られているので，ある程度事例研究を積み重ねつつも予想図を作成するしかない．さらに，本の中での見取り図としての役割を担うのでどの章がどんな時代背景を持っているのかを説明できる形がよい． 

· ミレニアムエコシステムアセスメントMEAをまねて，たとえば「海と島と森の巻」では漁獲量の変動を時代ごとに「上昇傾向／下降傾向／そのまま」で評価して図示するという方法も考えられる．（http://www.maweb.org/documents/document.356.aspx.pdfのP7参照）
· （３）これらの事例研究を積み重ねて，さまざまな生態系を含む日本列島での人と自然の関係のパタンを見出す（一般化・抽象化）．

· （１・２・３）の究極目標があるものの，至近目標である「本の中での見取図として環境史年表」作成と究極目標である「さまざまな生態系での自然利用の通史」を混同していた．
· 至近目標の環境史年表は，地域班ごとに作るものではなく巻ごと，生態系ごとに作るものである．生態系ごとのテーマを設けてそれに沿った年表データと数値データを重ねる．

· 人と自然巻：「テーマ考え中」
· 野と原巻：「阿蘇の草原はどういうドライバーで維持されてきたか」阿蘇草原は維持されてきた．時代によって異なる状態を花粉と珪酸体で描けるはず． 

· 林と里巻：「里山の歴史は換金作物の歴史」換金作物の交替（収穫量の変化）．作物の種類がどのように変化してきたか，市場を意識・傾倒し始めたのか．近世末期～現代までの数値データとそれ以前の品目リストデータを用いて何らかの形を描けるはず． 
· 海と森と島巻：「水産資源の乱獲と枯渇，回復の努力史」水産資源は明らかに減った．検討中．近現代は総漁獲高の変動グラフなど．
· 山と森巻：「木材・非木材資源が乱獲されなかった歴史と乱獲された歴史」検討中
· 日本列島の環境史巻：「テーマ考え中」
· ダイヤグラムをどのように年表に反映させるか ⇒ 検討中

· 「資源」の定義をしないと混乱をよぶ ⇒検討中．早々に概念の整理をする．
· 人が資源と認識するかどうかではなく，［生物量biomass］と考える．

· 再生可能資源の場合，現存量を［生物資源＝生物量］と呼ぶか，年増加量のことを［生物資源＝生物量］と呼ぶか．Annual growthか，Stockか．
· 次回の研究会

· 次回第4回環境史WG研究会は9月前後にファイナル的なものをコアメンバーと共有することが目的となります．霧が峰で行われるマルハナバチ班WS（9月12-13日を検討中）に日程をつなげてやるという話をしましたが，このWSは地域班の報告会と同等のものなのでわざわざ合併する必要はないと判断した． むしろ環境史WSを17-19日（木金土）のうちの2日間ではどうか． その上で，遠方の方には前泊してもらい東京からの人は早起きしてもらって10:30くらいから初日を始める．初日10:30から18:00まで，各地の環境史の成果発表（ほぼファイナル）．2日目午前中までに若干の修正．午後から，コアメンバーを介して発表（認識を共有するためのWS形式）．1日半程度実務会議を行い，コアメンバー（総論を書く人）を含めて発表．
· 資源概念の整理，環境史年表の外形などを検討するためにさらに第3.6回研究会を近々行う． 

第3回環境史WG研究会

2009年5月9-10日,東京大学駒場キャンパス15号館106会議室・104講義室にて会合．

2009年5月10日午後，列島プロ生物文化多様性WS．

参加者：右代啓視，田島佳也，児島恭子，三戸幸久，寺島宏貴，堀内美緒，奥敬一（10日），上野淳也，蛯原一平，辻野亮

内容抄録

· 環境史年表作成の中間発表（個別の地域班であげられたさまざまなケーススタディを掘り下げてどのような年表ができつつあるのか）と「環境史年表」（生態系ごとの通史）の青写真作成，を目標に研究会を行った．
· 辻野は列島スケールの環境史として以下のようなものを提案した．
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· 各地域班からは以下のようなものを提案していただいた．

[image: image2.emf] [image: image3.emf]東北地方・自然と人の歴史的特徴

(

通史として）

•

最終氷期、東北部は一部亜寒帯針葉樹林帯

•

後氷期、冷温帯地方 ヒノキ、ヒバ、スギが混じる落葉広葉

樹林帯

年平均気温3～14℃，降水量500～2800mm

•

西南日本が弥生時代に入っても狩猟採集文化（縄文時代的

文化）が続いた地域

•

古代、大和朝廷から見て異民族「蝦夷」抵抗の地

•

馬飼の地、官牧・貢馬の地（軍馬養成の地）

•

中世、奥州・藤原平泉文化の盛衰

•

特徴ある狩猟採集民俗の発達（例：秋田のマタギ集団）

•

近世、冷害多発地域（米穀本位制となった近世は寒冷気候

による米の不作で飢饉が頻発し、多くの餓死者が出た。）

•

日本海側多積雪地帯、太平洋側ヤマセ地帯


 [image: image4.emf]Ⅱ 年表化するデータ

(1)

年代ベース

＝文献等で年表化が可能なデータ

・人口総計

基盤データ

・世帯総計

・支配

･巣鷹山管理史

・山林争論（巣鷹山争論） ※ほぼ収集済み（追加調査中）。

＝地域を超えたコンフリクト 古文書、聞取り調査データ

・山地資源の利用と生業

※もう少し必要？

・生業と生活様式の変容（近世～近現代）

→

文献、聞取り調査

・災害史：ベースとして

→

藤木久志編『日本災害史年表稿』（

2009

）

田口洋美『マタギを追う旅』（

1999

）の秋山年表な

ど。

[image: image5.emf]年表作成用の試作ファイル（ジュゴンの例）

年代

中国元号

日本元号琉球国王周辺地域史 奄美・沖縄通史

自然災害・気候

人口

自然環境

生活（生業・産業）

思想制度

思想制度生活（生業・産業）自然環境人口

1925 大正14 八重山地方で蓬莱米移植 223733 557622

1924 大正13 207352

1923

1922 大正11 222733

1921

1920 大正9 223725 保護の必要性が指摘される 571572

1919 大正8年 217760

1918 大正7 沖縄島全域で甘蔗の凶作

1917 217958 捕獲実績なくなる

1916 大正5 215014

1915 210814

1914 大正3 第一次世界大戦 諏訪之瀬島(大島）で噴火

1913 204002

1912 202093

1911 明治44

1910 明治43 195391

1909 明治42 191128 再びピーク

1908 明治41 188077

1907 明治40 183243

1906 明治39 178751

1905 明治38 174473

1904 明治37

1903 明治36 人頭税廃止 鳥島住民移住 475932

1902 明治35 南大東島入植開始 国頭郡を中心に飢饉r071 471145

1901 明治34 玉置半右衛門、八丈島などより70人余大東島に入植 報告捕獲頭数の減少 467378

1900 明治33 与論より長崎県口之津町へ移住（1988、1900年） 465470

1899 明治32 久米島で飢饉

1898 明治31 渡名喜島、鳥島で飢饉

1897 明治30

1896 明治30

1895 明治28 中川虎之助、八重山糖業（株）設立

1894 明治27 日清戦争 報告捕獲頭数のピーク

1893 明治26 中川虎之助ら、石垣の官有地2500町歩の開墾を出願

1892 ジュゴン商取引の開始

1891 明治24 八重山開墾規則制定

1890 明治23

1889

1888 明治21 374698

1887 明治20 八重山に甘蔗苗62万余配布 沖縄島で天然痘流行

1886 明治19 沖縄島でコレラ流行、与論島で天然痘流行

1885 明治18 

1884 明治17

奄美諸島 沖縄

沖縄県全体での捕獲頭数

捕獲効率の低下、低価格化？

急激な減少、小型化

地域個体群の絶滅

（当山2003より引用）


[image: image6.emf]京都

盆地

植物資源利用の変遷史

＋主なイベント（争論・災害・政策）

年代

現代

～

古代

大阪平野

・辺縁部

京阪奈

丘陵

吉野 湖西 丹後

近畿

共通

都市からの距離によって植物利用（換金作物）の

地域差はどのようにあらわれたのか？

 [image: image7.emf]共通の指標による比較

年代

現代

～

古代

人口

花粉分析

例えば、

マツ、

イネ科、

ナラ・カシ類？

収穫高（石高）
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· 個別の研究のまとめは進んでいるもの，欠落するデータがあることがわかりだした．さらにどういう数値・年表データを盛り込むかの吟味が必要である．
· これから解決すべき問題点

· 地球研でどのような外形にするかを考える⇒トップダウン的にやり方を決めたほうがよい
· 外形をどのようにするか ．縦置き／横置き？
· 見開き2ページ×2箇所にどう配置するか．
· どのような項目をどのように入れるのか 

· ひとつの表に入れ込みすぎるとわかりにくい．単純にする．項目を少なくする，カラフル，シンプル 

· 地図を織り込む．カラーが使えるのか要確認．
· 地球研で取り組む部分（通史的なもの，花粉）と各班で取り組む部分の分担 

· いかにしてわかりやすい年表を作るか
· ダイヤグラムをどのように年表に反映させるか 

· 「資源」の定義をしないと混乱をよぶ 

· WG担当者と総論執筆者の連絡を密にする．環境史年表とはどういうものかを，各論などの執筆者に説明．
--------
プログラム

2009年5月9日

13:30 辻野 「導入と列島スケールの通史」  
13:45 右代さん「北海道地域のケーススタディと通史」

14:15 三戸さん「東北地域のケーススタディと通史」

14:45 寺島さん「中部地域のケーススタディと通史」

休憩10分

15:55 堀内さん「近畿地域のケーススタディと通史」

16:25 上野さん「九州地域のケーススタディと通史」

16:55 蛯原さん「奄美沖縄地域のケーススタディと通史」

17:25 全体の考察と議論

18:00 閉会

2009年5月10日

8:30 シリーズ本「環境史年表」へ向けての青写真作成と抽象化の試み

休憩

13:30 「生物文化多様性ワークショップ」

18:00 閉会

辻野 「導入と列島スケールの通史」

環境史WGの目指す目的

1. ケーススタディのより深い理解．

2. さまざまな生態系（各巻）での自然利用の通史

3. ケーススタディを積み重ねて，さまざまな生態系を含む日本列島での人と自然の関係のパタンを見出す（一般化・抽象化）

今回の目標

ケーススタディの中間発表と議論（9日）

個別の地域班であげられたさまざまなケーススタディを掘り下げてどのような年表ができつつあるのか，

草稿を各地域班担当者が発表して議論

「環境史年表」（生態系ごとの通史）の青写真作成（10日）
列島スケールでのプロキシと「列島スケールの通史（辻野試案）」
· 人口の変遷 

· 時代の区分と画期 

· 農耕（乾田湿田）・牧畜・自動車・発電機・プロパンガス・水車・風車・動物の使役などの開始時期；農業革命・産業革命・エネルギー革命・燃料革命・緑の革命・情報革命．．． 

· 政府と支配状況 

· 税の集め方・自然資源に対する政策の特徴 

· 生業：狩猟採集・農耕（稲作・畑作・焼畑）・林業（薪炭・材木） 

· 収量の数値データ（水田面積・反収・収穫高・森林面積・材生産量・植林面積） 

· 技術革新や制度改革，画期の年表データ 

· 古代・中世・近世の伐採と育林の歴史と森林 

· 庶民のエネルギー元 

· 煮炊きと暖房：薪・炭・粗放的／集約的，運輸：牛馬・水車・プロパンガス・クルマ，その他：牛馬・水車・電気・ガス 

· 心性 

· 肉食禁忌・土地所有
· 地域の植生変化

[image: image10]  
[image: image11]
· 時代スケールを横軸にとった．
· 列島スケールでの通史を表すために日本人の生業の大分を占めていたと考えられた；

· 森林生態系（山の様子にかかわる年表データと天然林減少と植林面積変化のイメージ．おもにタットマン（1998）に拠った）
· 農業（新田開発や農業生産にかかわる年表とたとえば米生産量の変化．技術革新を議題にしたいなら反収の変化）
· 狩猟採集（数値データはいまいち出せなかったので，年表データのみ．田口2004を参照して年表データを充実させる必要がある）
· さらに庶民がどのようなエネルギー源をもとに生活していたかの年表データ
と，

· 列島人口の変動（鬼頭2000）をグラフにした．

列島スケールでなにをポピュラーと考えるか
· 確かに農業や林業は重要だが，地域によっては製塩・窯業・製鉄は著しく森林を荒廃させる．

· 全体と地域が整合性を持つのかを要検討．
右代さん「北海道地域のケーススタディと通史」

ケーススタディ

和人が北海道に入る以前からのアプローチ

小杉　康　「北海道に里山は存在したのか－北海道における後氷期の海浜型集落立地の出現と展開」：後氷期、海浜型集落、里山、人類遺跡
右代啓視「北方域でのエゾアワビの利用と古環境 」：先史時代、古環境、エゾアワビ
児島恭子「自然と一体で生きるということ」：アイヌ、伝統的知識、伝承

和人が北海道に入ってからのアプローチ

田島佳也「北の水産資源・森林資源の利用と認識」：水産資源、森林資源、資源認識

中野　泰　「スケトウダラ漁に生きる漁師達の知恵と工夫―積丹半島以南の比較を通して―」：水産資源 共同体規制 賢明な利用

麓　慎一「北海道で魚をふやす二つの方法－人口孵化と魚付林－」：鮭、種川制度、魚付林

三浦泰之「北海道の開拓と森林伐採―明治30年代の後志地方を中心に―」：北海道開拓、森林伐採、木材利用
北海道環境史年表の検討
· 北海道スケール：古環境と先史文化　　
Key　words：気候変動、火山噴火、遺跡の変動、先史文化の変遷、アイヌ文化の成立過程
· テーマ・スケール：蝦夷地から北海道
Key words:ニシン漁、タラ漁、サケ･マス人工孵化、森林伐採、魚付林
· 資源利用史：北海道史の特殊性
Key words:アイヌ民族史、松前藩、開拓使、地方行政の成立、地下資源利用（特に石炭） 

数値・年表データ
· 気候変動の歴史（2000年間）：

· アイヌ文化の歴史・遺跡数の変化（1～16世紀）：

· アイヌ人口（1700年代末～2006年）：幕末から現在までおよそ20000人程度．明治初期や江戸時代末のデータは不完全．アイヌ人口とは言うものの世帯主がアイヌなら家人はアイヌでカウント，逆も同様．現在の北海道人口は500万人程度．

· 魚付林指定面積（1897～2004年）：飛び飛びに指定されている．

· スケソウダラ漁獲量（1936～2002年）：北海道中の地域によって漁獲高の変動が異なる．資源管理の方法が異なったのか？戦後しばらくデータ欠．
三戸さん「東北地域のケーススタディと通史」

東北地方・自然と人の歴史的特徴（通史）

· 最終氷期、東北部は一部亜寒帯針葉樹林帯
· 後氷期、冷温帯地方　ヒノキ、ヒバ、スギが混じる落葉広葉樹林帯　年平均気温3～14℃，降水量500～2800mm 
· 西南日本が弥生時代に入っても狩猟採集文化（縄文時代的文化）が続いた地域
· 古代、大和朝廷から見て異民族「蝦夷」抵抗の地
· 馬飼の地、官牧・貢馬の地（軍馬養成の地）
· 中世、奥州・藤原平泉文化の盛衰
· 特徴ある狩猟採集民俗の発達（例：秋田のマタギ集団）
· 近世、冷害多発地域（米穀本位制となった近世は寒冷気候による米の不作で飢饉が頻発し、多くの餓死者が出た。）
· 日本海側多積雪地帯、太平洋側ヤマセ地帯

さまざまなケーススタディ

· ニホンザルの地域的な絶滅：冬季の落葉時期は狩猟が容易で（視認性），農閑期にあたる冬先は絶好の狩猟期となる．
· 冷害→飢饉：太平洋側のヤマセによって幾たびも冷害と飢饉訪れている．稲作に適さない地域で，林業（ヒバ），漁業（三陸海岸・リアス式海岸），馬産地，酪農，狩猟活動に絶えず依存．
· 下北のヒバ：昭和34年以降チェーンソーが導入されて伐採量が急増した．営林署が今も伐り続けている．
· 岩手炭：明治30年代後半から岩手炭生産と移出が増加し，昭和30年代の燃料革命時期まで続いた．
· 八戸藩のイノシシ荒れ：オオカミによる人馬被害，オオカミの駆除，1745～1754年にイノシシによる作物被害の関係性．八戸藩は1664年に盛岡藩から独立．特に1749年に3000人死亡．

· 男鹿半島のシカ狩り：男鹿半島240.8km2から27000頭を狩猟（1772）．生息密度112頭/km2は妥当な数字か？

寺島さん「信州秋山地域――ケーススタディと課題――」

１．自然自体の変動（遠因･･･人間活動？）

→天保年中にクスサンの大発生による栗・楢の枯死(1830-44)

→19世紀頃から凶作。畑作物・木の実の実らない年が出てくる（天候不順が続く？）

2.人間の経済活動による、自然の改変
①人口激増（18世紀･･･世帯3倍増）→近世中期以降、焼畑の拡大。→奥地化？また、百姓による伐り尽し（木工素材の枯渇）

・山林争論の開始→越後側住民による伐り尽し⇒資源枯渇。新たな材料・製品開発（近世～現代）

②近代以降：a.米の価値上昇→水田開発→水田荒廃→作付面積の変化

b.焼畑の価値・必要性の低下→植林地への転換→植林地の手入れ放棄

3.各ガバナンスレベルでのルール変化
①巣鷹山のルール

支配層＝幕府：鷹献上の停止と再開

地域住民層：停止期間中に越後側の住民による山林侵入。停止再開後に、信州側との争論激化→巣鷹山の保護命令

⇒近代･･･巣鷹山廃止とともに伐採・開発された地域も。

②生活様式

地域住民層～家、個人のレベル：

→山地資源の利用の変化、生活様式の変容

※狩猟技術、狩猟範囲の拡大（文政年間～？）

高度経済成長以降、人間による山への介入が減少する。

→山菜・茸など採取資源利用の減少、野生動物の人里進出

(1)年代ベース＝文献等で年表化が可能なデータ

· 人口・世帯総計

· 支配巣鷹山管理史

· 山林争論（巣鷹山争論）＝地域をまたいだコンフリクト

· 山地資源の利用と生業

· 生業と生活様式の変容（近世～近現代）→　文献、聞取り調査

· 災害史：データベースとして→藤木久志編『日本災害史年表稿』（2009）

(2)非年代ベース → 未解決の課題

· 非年代ベースに基づく研究成果について→各班ではどのように対処していますか？
· 正確な年代表現の困難なケースの処理→変化がゆるやかなもの

ex1. basementとしての地形発達史
ex2. 聞き取り調査に基づくデータ

ex3. スパンが長いデータ（19××年頃，近世～明治初期）
さまざまなケーススタディ

· 秋山地域の生活史（戦前・戦後）［関戸2008］：特に昭和時代のいつごろに生活様式が変化してきたか．
· 山地資源の利用［井上2008］：江戸時代から明治大正昭和を経て山地の所有と土地所有形態が変化してきた．
· 支配巣鷹山管理史

· 山林争論（巣鷹山争論）
堀内さん「近畿地域のケーススタディと通史」

近畿藩の視点・テーマ：「木材など植物資源利用の実態解明をめざして」

· 都市近郊～郊外；自給的／商業的：２軸で５つのケーススタディを比較．

· 植物資源利用の変遷史＋おもなイベント（争論・災害・政策）：年からの距離によって植物利用（換金作物）の地域差はどのようにあらわれたのか

· 共通の指標による比較：人口・収穫高（石高）・花粉分析

第３巻『林と里の環境史』

「林と里の環境史年表」大住克博・湯本貴和

「花粉分析と微粒炭からみた近畿里山の歴史」佐々木尚子・高原　光

「山作所の材木調達から荘園化に伴う山林利用と相論」水野章二

「池田炭など里山の商品生産と流通」佐久間大輔・伊東宏樹

  コラム「樹木の萌芽特性とその利用」大住克博

「作業日記からみた里山利用」堀内美緒・奥　敬一

「古民家の建築材からみた里山利用」奥　敬一・深町加津枝・大場　修

「上世屋と志賀の森林利用の比較」深町加津枝・奥　敬一

  コラム「京都北部の植物利用の民俗」井之本　泰

「絵図や地図からみる京都盆地の景観史」小椋純一

「吉野地域における林業と木地屋－都市商人の関与」森本仙介

「林と里の「賢明な利用」と重層する環境ガバナンス」大住克博・湯本貴和

ケーススタディ

· 昭和３５年時点での大阪府鹿野薪炭生産量：地域によって生産量も樹種も異なる
· 造林面積（1955～1965年）：短期間でも樹種が変化する

議論

· 里山で養える人数/haは算出できるのか

· 里山の範囲はどのように定義するのか．近場で利用している森林をすべて里山と呼ぶか，インパクトの大きさによるか．
· 里山と呼んでいるものは地域によっても時代によっても異なるはず．

· そもそも里山の定義が必要（SATOYAMAとは別か？）．「21世紀環境立国戦略」に示された8つの戦略のうちの「生物多様性の保全による自然の恵みの享受と継承」の中で、初めて用いられた用語。同戦略では、「我が国の自然観や社会・行政のシステムなどを自然共生の智慧と伝統を活かしつつ、現代の智慧や技術を統合した自然共生社会作りを、里地里山を例に世界に発信する。～（中略）～　世界各地にも存在する自然共生の智慧と伝統を現代社会において再興し、さらに発展させて活用することを『SATOYAMAイニシアティブ』と名づけて世界に提案し、世界各地の自然条件と社会条件に適した自然共生社会を実現する」
上野さん「九州地方のケーススタディと通史」

湯本プロ内での位置付け
· 草原の歴史
· 通史的な把握：阿蘇草原利用年表＋阿蘇史＋阿蘇牛馬史＋阿蘇災害史
· 文系分野と自然科学分野の協業

九州地方のケーススタディと通史のシリーズ本刊行にあたっての課題
· 執筆者達の仕事を年表中に位置付ける。九州班→通史的な班

· 史実と環境史の接点の確定

· 各作業のタイムスケール観の認識差

· 民俗データの活用

· 巻頭に来る→刊行本の見出し的位置付け？
· 近世近代、諸データの収集

· 微視的視点

· 観光史

· 刊行時のサハリン班とのバランス
阿蘇草原の通史
· 阿蘇・くじゅう草原の先史：阿蘇カルデラ周辺の火山灰層と土壌＋植物珪酸体分析からみた草原の歴史
· 約32000～13000年前　後期旧石器時代：主として夏場の活動域
· 約13000～2400年前　縄文時代：年間を通しての活動域
· 中世：下野狩（平安後期～天正６年（1578））．富士の巻狩りの原型．天正７年（１５７９）の戦乱で廃絶

· 近世：原野入会制度．草資源

· 現代：観光
議論

阿蘇に特化した草原の通史 ← 草原の歴史＋草原利用＋阿蘇史＋噴火災害の記録，を並列することで見えてくるものに注目
阿蘇草原の利用方法が中世近世現代にかけて変わってきている．変化をもたらしたドライビングフォース，それにつれて変化する人々の心性はどうだったのか．

古代の草原利用は？

蛯原さん「奄美沖縄地域のケーススタディと通史」

· 奄美沖縄班での年表作成の作業について

· ケーススタディと通史（の予想図）

◎収集データ

人口、聞き書き、関係のある統計資料（例えばジュゴンの捕獲量）

→各自の研究内容から拾っていく

◎奄美沖縄班のメンバー
古代のヤコウガイ捕獲史（木下）：6～8世紀、海産資源

蔡温の資源管理政策（三輪）：18世紀、林産資源

ソテツのたどった道（安渓貴子）：近世～近代、農産物

物々交換が結ぶ島々（安渓遊地）：近世～近代、林産資源その他

ジュゴンの乱獲と絶滅の歴史（当山）：明治期～大正期、海産資源

明治大正期の奄美沖縄の統計書を読む（早石）：明治～大正、農産

サンゴ礁の環境認識と資源利用（渡久地）：明治～現代、水産資源

西表島のイノシシ猟にみる陸産資源の持続的利用（蛯原）：大正～現代、陸産動物資源

沖縄に里山はあるの？（盛口）：大正～現代、農産物、林産資源

ケーススタディ

· 沖縄の人口動態パタン（1600年代末～2000年）：階段式の増加． 2度の急激な増加期．地域ごとに異なる人口変動パタン．自然増加と移出移入（台湾・本州）．外部経済との関係．

· 近世？1600年～1700年初頭、約2倍

· 近代1850～1930年頃まで、約3倍→人の移入移出、技術導入→大きな生業変容

· 戦後以降、約2倍 →都市への集中、外部（圏外）経済に大きく依拠）

· 近世末までの自然利用：人口が少なかったので資源を枯渇することはなかったのか？

· 弥生～平安並行期前半頃にフード・ストレス？（高宮説）：縄文時代後期から弥生～平安並行期に進むにつれ、硬骨魚綱の遺体出土が減り、哺乳綱や爬虫綱などの割合が高くなる．海産物の枯渇または減少に際して不安定な生物資源（例えばイノシシ）への依存、交易の活発化が起こったのでは？

·  6～8世紀のヤコウガイの乱獲（木下）：奄美大島北部でヤコウガイ（食用・螺鈿素材・唐？と交易）が大量に出土．1）あらゆる大きさのヤコウガイを捕獲、持ち込み，2）大型の捕獲、持ち込み，3）大型、中型の貝が捕れなくなる（＝資源の枯渇）
· 17世紀の沖縄島での森林減少と育成政策（三輪）：交易の縮小（明朝の凋落）と薩摩の支配（石高制への編入）⇒ 国内自給経済の確立（羽地仕置．開墾奨励、砂糖増産）⇒ 耕地面積の拡大、人口増大（2倍）、流通の拡大 ⇒ 森林資源への圧力 ⇒ 蔡温の林政（森林育成、伐採の禁止）

· 八重山での新村建設：18世紀初頭の人口増加、貢納増産．→新村建設、人口調整，明和の大津波による人口減少（＋マラリア），地方役人の不正の横行、定額人頭税 → 困窮した農民生活（低い人口増加）、人頭税廃止後、多くの廃村

· 奄美群島．サトウキビのモノカルチャー化（生存基盤の脆弱性）：度重なる飢饉→「蘇鉄は恩人」．ヤンチュ（農奴的存在）の発生→不調な物々交換

　（救荒作物としての蘇鉄利用（安渓貴子）、物々交換（安渓遊地））

· 近代における生業変容と自然環境への影響

· ジュゴン地域個体群の絶滅《八重山地方》（当山）：貢納品として新城島民のみ捕獲が許されていた．廃藩置県（＋人頭税の廃止）、商品化→1893（明治26）年～1916（大正5）年までの間で二百数十頭を捕獲→ほぼ絶滅．
· 糸満漁民によるサンゴ礁資源の乱獲（渡久地）：王府時代＝釣り漁と採貝目的の潜水漁．Ｍ23年頃＝廻高網（ムロ網、アギヤー）の考案（←水中眼鏡）　 → 効率的な漁法 → サンゴ礁域での漁獲量の減少（＋復帰以降の底魚や底生生物（ウニ）の減少、赤土流出問題とオニヒトデのサンゴ食害、サンゴの白化減少）
· イノシシの「持続的な」利用（蛯原）：繁殖能力、捕獲技術、商品価値、「獣害対策」の関係性．1943年台湾より跳ね上げ式の脚括り罠技術の普及（西表島）→捕獲量の増大→絶滅や個体数減少特になし（旺盛な繁殖力）
· 人口動態と土地利用の変遷（早石ほか）
· 聞き書きを手がかりとして（盛口　未発表）：南城市玉城、仲村渠での里山構造．湧水起源流路付近に田，周辺に畑，斜面の石灰岩地（田畑不可）は緑肥用のクロヨナ林（ウカファ山），製糖期の薪供給地（サーターダムン山）．カヤ原なし（大里から購入）．
· 第二次世界大戦以降：急激な都市部での人口増加と地方の人口減少

· 《検討課題》主に聞き書きから

· 戦争（地上戦、空襲）の直接的影響　→復興のための森林伐採

· 引き揚げ（日本、台湾）　→一時的に農耕地の拡大

· 復帰後の振興策の影響　→道路の建設、農地改良、環境悪化

おわりに

· 少なくとも6500年以上にわたり沖縄島に継続して定住（島嶼環境史でみたときの独自性）　
· 先史時代以降オセアニア800の島で8000種の鳥類が絶滅（Steadman 1995）
· 「賢明な」利用ばかりではなかった→個体群絶滅、減少、低い人口増加率（近世の150年以上）
· 近代の人口増加の背景とその影響にとくに着目したい
· 自然環境に対する人為影響の記述の仕方をどうするか？（全体への問題提起）

（史資料の記述だけからでは「本当」に個体数が減少、絶滅したかが不明な場合があるし、その要因が人為影響によるものだけなのかも不明な場合もあるのでは？また、保全策にしても、それが本当に功を奏したかは分からない。）
シリーズ本「環境史年表」へ向けて

環境史年表として必要な視点
· 必須事項と特殊事項の並列構造

· 必須項目：人口・通史
· 特殊項目→地域それぞれ
· ある生物資源の変動→人為の対象としての動植物を班毎に設定する
· その変化をもたらしたドライバー

· 「資源」の定義をしないと混乱をよぶ
· 資源 vs. 利用量・消費量・廃棄量・駆除量

· その上で量で示すことのできる生物資源の変化をグラフ化する必要がある
人為の対象としての動植物（量で示せる）
· 北海道：海の資源（タラ・ニシン），サケ，森と島の資源（魚付林・森林），クマ，シカ，オオカミ，オットセイ←資源利用史

· 東北：イノシシ・シカ・オオカミの利用・消費・駆除量
· 中部：森林利用史・大型哺乳類・鳥類（鷹）

· 近畿：森林の利用史（花粉分析，京都盆地・丹後半島・大阪平野）・薪炭木材林産物生産量流通量（近世近代以降）・相論・技術史（森林利用するためのなど）
· 九州：花粉ダイヤグラム・微粒炭，草原ー荒地・入会地などの面積，観光者数，家畜（近世以降）

· 奄美沖縄：森林利用史・農業史・ソテツ利用史・海産物・イノシシ狩猟史・物々交換の形態の変化
資源の定義の議論

· 資源量を現存量と考えると，計量しがたい．たとえば森林に生息するシカやイノシシの生息数を把握することは難しく，捕獲量（消費量・利用量・廃棄量・駆除量）という形でしか統計データは残らない（たとえば狩猟統計）．

· 「資源は無限にある」と考えると現存量の動態を把握することには意味がない．消費量が重要な指標になる（特に北海道）．

· 外部不経済．日本列島スケールで外部資源の輸出入がよくわかっていない．すなわち，明治以降北海道は開拓されたが，そこでは北海道で算出した生産物は北海道内で消費するというよりは本州などに輸出されていた．貿易はある地域の経済や資源利用容量を増大させることになる．江戸時代の日本の鎖国を世界の模範にするのは厳しい． 
「賢明」の受け取り方

· 江戸時代は自給自足で持続的であったのか．

· 人口を減らすと資源利用の影響度は小さくなり環境にはよい．
年表の外形
· 案1）一巻，2地域，2枚の年表 ⇒ それぞれの地域の年表
· 案2）時代スケールの解像度を変えて2枚 ⇒ 2000年スケールと500年スケール
· 案3）長い時間スケールと近代統計が使える時間スケールにばっさり時代を分けて，方法論をそろえて年表のグラフを書く．

· 地球班と班担当分を決めて描き分ける．

· どのような項目をどのように入れるのか

· 何をデータとして入れるのか．

· 必須事項と特殊事項．

· 各章の担当時代を記述．
· 地図を載せる．

· どのように項目を表示するか

· 細かい話はあえて入れず，本文で言及する

· 単純にする・項目を少なくする．ひとつの表に入れすぎるとわかりにくい．

· ひとつの表に入れ込みすぎるとわかりにくい．単純にする．項目を少なくする，カラフル，シンプル

· グラフは折れ線にするか，棒グラフにするか．

· カラーが使えるのか要確認．

· 縦置き（年代が縦軸，項目が横軸）／横置き（年代が横軸，項目が縦軸）

· 環境史年表の理念

· 自己説明的に明示

· ガバナンスがわかるもの

· 歴史の画期がわかるもの
過去の植生変化

· これまでに描かれた図を“発掘”するのではなく，今までなかった情報を基にして過去の動きを証拠準拠で捉えることが目標．

· 古生態班を巻き込んでどうすれば見やすい図になるのかを考える．

· ダイヤグラムからどうやって情報抽出するのか．

· 花粉分析結果のダイヤグラムからわかりやすい部分のみを抽出する案．

· 出現花粉を分類（天然林樹種と二次林樹種，植林樹種など）して割合の変化を捉える案．

· 年表的文書データを年表上に書き込む．

解決すべき問題点

· どのような外形にするか
· 地球研で取り組む部分（通史的なもの，花粉）と各班で取り組む部分の分担
· いかにしてわかりやすい年表を作るか
· ダイヤグラムをどのように年表に反映させるか
· 「資源」の定義をしないと混乱をよぶ
· 総論締め切りの8月を前にして総論執筆者とWG担当者は密な連絡を取る．

· 環境史年表とはどういうものかを，各論などの執筆者に説明

· 今後の作業方針：地球研で環境史年表の概要と外形を決定 → WGが采配 → メンバーからデータを供給してもらう → WGと地球研が取りまとめ → 総論担当者が成果を共有して執筆．

· 次回の研究会

· 次回第4回環境史WG研究会は9月前後にファイナル的なものをコアメンバーと共有することが目的となります．霧が峰で行われるマルハナバチ班WS（9月12-13日を検討中）に日程をつなげてやるという話をしましたが，このWSは地域班の報告会と同等のものなのでわざわざ合併する必要はないと判断しました． 
環境史ワーキンググループ（WG），2009年9月のワークショップ（WS）に向けての取組方針

辻野が環境史WGに宛てたメイル（2009年3月**日）

前回の環境史WG研究会で今後の予定を話し合いました．そのなかでいくつか決まったことを確認するとともに今後の予定を考えたいと思います．

環境史WGとしての目標は３つあります．

1. ケーススタディごとのより深い理解

2. さまざまな生態系（各巻）での自然利用の通史

3. ケーススタディを積み重ねて，さまざまな生態系を含む日本列島での人と自然の関係のパタンを見出す（一般化）

そのために必要な事項として，トピックに特化したデータの収集とその解析，その上で何をどう見せるかを考える必要があります．次回の研究会ではこの3つの目標に目を向けた中間発表をしてはどうかと思います．具体的な内容は，個別の地域班であげられたさまざまなトピックをもとに掘り下げてどのような年表ができつつあるのか（どう見せるのかではなく，どのようなデータを収集できたか），生態系ごとの通史の外形や草稿を各地域班担当者が発表して議論することを目標にしたいと思います．

次回の研究会は2009年5月に開催してはどうかと考えています．

「2009年5月に横浜で第6巻（「人と自然」巻，第1巻に改名）にかかわるWS（コアメンバー＋αが対象）が開かれることが決定したので，その前日程にも会合を開いてWSでの発表に望む！」と2008年度全体集会などで決まりましたが，WSは2009年5月10日に駒場で行うことになりました．

～～～～湯本さんからコアメンバ宛メイル（2009/03/06）の抄録～～～～

１）5月10日のワークショップについて

コアメンバーの矢原さんや松田さんなどを中心に、2010年生物多様性締結国会議に向けて、日本の生態学者や系統分類学者で生物多様性のモニタリングに関する会議が、5月8日（金）から10日（日）にかけて、東京大学駒場キャンパスにおいて開催される予定です。プログラムはまだ未定ですが、10日の午後を地球研の列島プロジェクトがお借りして、第1巻にあたる「賢明な利用」とはなにか、それはこれまで日本列島の歴史のなかで果たされてきたのか、それとも失敗の連続か、将来にむけてなにが提言できるか、という部分の発表会をしようと思っています。生物多様性のモニタリングに関する会議のなかではなく、別プログラムとはするのですが、わたしは関心のある方には聴いていただきたいとも思っています。

～～～～（引用ここまで）～～～～

したがって，この第1巻（人と自然巻）に関わるWS（今のところ「5月WS」と呼んでいます）の日程に相前後して次回研究会を持ちたいと思います．

ところで，『人間と自然がつくってきた日本列島』シリーズでの環境史年表（各論の巻の総論部分）の原稿作成は執筆要綱によると，巻担当編者が2009年8月末が締切りです．したがってそれに先立って「さまざまな生態系（各巻）での自然利用の通史」を完成させる必要があります．前回の打ち合わせでは，「巻各章の原稿締め切り（2009年12月）に先立つ，2009年8月くらいには「final的ななにか」ができていることが望ましい」と話し合いましたが，締め切りが予想外に早まったので前倒しする必要もあるかもしれません．

さらに2009年9月には環境史WG主体のWSを開催する予定になっています．その際には上にあげた3点（各論，生態系ごとの通史，人と自然の関係の一般化）のfinal的発表をして議論しようという狙いがあります．

2009年9月に開催する予定の環境史関連WSの日程調整と開催地候補を考えたいと思います．WSの規模は2008年9月に行った阿蘇シンポ程度と考えております． 

8月下旬から10月上旬で学会などの予定が入っている場合はお知らせ下さい．ちなみに簡単に調べたところ以下の学会が開かれるそうですが，9月前後はあまり問題なさそうです．（カッコ内は関連すると思われる人）

2009年7月11-12日．日本文化財科学会，名古屋大

2009年8月16-21日．INTECOL，ブリズベン（湯本）

2009年8月28-30日．日本第四紀学会，滋賀県琵琶湖博（佐々木）

2009年9月4-6日．中部班合宿，長野県栄村（寺島，辻野）

2009年9月15-17日．日本植物学会，山形大（瀬尾，川瀬）

2009年10月16-18日．日本花粉学会，京都府立大（佐々木）

2009年11月7-8日．日本植生史学会，熊本大（佐々木）

2009年11月7-9日．人文地理学会，名古屋大

2009年11月21-24日．日本哺乳類学会，台北（辻野）

なお，WSをオープンにするかクローズドにするか，1日かけるか半日で済ますか，開催場所は？など未決事項はたくさんあります．ご意見をお待ちします．

また，プロジェクト4年目の終わりにあたる2010年2月に列島プロの最終評価が入るので，それに先立つ2009年度全体集会（2009年11月28-29日）では4年間の研究によって何がわかったのかを集大成します．この場で環境史WGも上述の3点を発表することになるでしょう．

以上の予定を整理します．

～2009年5月．各論のためのデータ収集，生態系ごとの通史の外形を考える，人と自然の関係の一般化を試みる．プレゼン準備．

2009年5月10日の前後に，第3回環境史WG研究会を行う．各地域班担当者によるプレゼンによって3つの目標への中間発表と議論．

～2009年8月．研究会の議論を元に目標3点を整理する．

2009年8月までに， 「final的ななにか」を作成，シリーズ本編者に伝達．

（2009年8月末，シリーズ本の環境史年表の原稿締切）

～2009年9月．WSに向けてのプレゼン準備．

2009年9月に，環境史関連WSを開催する．8月までに作成した「final的ななにか」を発表．

2009年11月28-29日の列島プロ2009年度全体集会の際に，環境史WGの成果報告を行う．

そこで皆様にお願いですが，

5月10日前後に研究会に参加できそうか否かをお知らせ下さい．

日程と参加者を決めつつ，

研究会でプレゼンしていただく内容をメイル等で充分議論したいと思います．

以上です．長々と失礼しました

つじの

――――――――――――――――――――――――――――――――――――

第2回環境史ワーキンググループ研究会

2008年12月5-6日，地球研4研究室にて会合．

2008年12月6日午後，列島プロ全体集会で発表．

参加者：湯本貴和，右代啓視，三戸幸久，寺島宏貴，堀内美緒，上野淳也，蛯原一平，辻野亮

各地域班担当者による担当地域での環境史年表のおさらいと何ができそうかの探索．

北から順に，北海道班，東北班，中部班，九州班，奄美沖縄班による説明と質疑．近畿班は堀内さんが電車の遅れで説明できなかった．

北海道班．

· 開拓史以降，すなわち明治以降にならないとデータとしてはきびしい．たどれても中世までで，だいぶデータは少なくなるだろう．

· 明治6年から開拓・移住が始まり，後に北海道庁ができる

· ニシン漁．江戸末期から．

· ニシン漁をした後にはニシンを乾燥させるための薪がいる．ニシン漁と森林伐採，魚付林には深いかかわりがある．ただしどこをどれだけ切ったかはわからない．

· ニシン漁→だいぶ伐採→管理できていない（数値的には示せないが伐採が進む）

· 水田の広がりを見ると土地利用を扱えるのではないか．明治以降の変化なら氷見山ほかの方法で地形図の土地利用記号を起こしていけば見られるはず．

· 北海道は環境の変化に敏感で，地域によって反応性が違う．

· 人口に関する細かな問題をフォローすべき．たとえば鬼頭（2000）でいう北海道の人口にはアイヌが入っているのかいないのか．アイヌ人口は文献としてはあるが，個々の文献を拾うのが大変（膨大な仕事量になるだろう）．

· 「賢明な利用」はあったのか？北海道にはなかった．

· 水産資源と森林資源

· 伐採の問題，人工孵化，魚付林の範囲と広がり（資料は断片的で全体像は描けない）

· 貝がどのように拡散するか．

· 災害・自然史は整理できそうだ．

· 奄美沖縄班とのすり合わせ

· 石炭の採掘．坑道を支えるのにカラマツを用いた．植林した．しかしそれでは坑道を奥に伸ばせないので鉄材が使われるようになった．カラマツ植林は放置された．

トピック

· 先史時代の陸と海の資源利用

· エゾアワビ漁と遺跡（里山と関連させて．里山はあったのか）

· 水産資源と森林資源の利用

· 魚付林：数値的に調べていくのは困難．

· 鰊漁関係の資料は使えそう（これぐらいの鰊を加工するにはこれくらいの燃料が必要だ，というのは計算できる）．

· スケソウダラ漁の資料．

· ニシン漁←水産資源の数値化

· 種川の利用と人工孵化

· アイヌ文化の環境思想と環境知識

· たとえばこういうこともやろうと思えばできる

· 北海道のシカとオオカミ：家畜がオオカミにやられる

東北班．

· 近世後期に日本各地で飢饉と災害が多い．これは何故．

· 水稲耕作に依存する生業→年貢→モノカルチャー→寒冷→飢饉

· 「飢饉と災害の起こるメカニズム」というのはひとつ重要なトピック．全国で起こっている．

· 「盛岡藩御狩り日記」．東北での獣は重要．

· 八戸藩・盛岡藩で獣の動向が違う．増えているときもあるし，減っているときもある．いろいろ要因は考えられていて，

· オオカミの駆除

· 大豆の生産

· 生類憐みの令

· 狩をしなかった

· 新田開発しなかった

· 明治の狩猟圧

· 獣の伝染病

· 東北の獣変遷．ガバナンスとして徳川幕府の生類憐みの令と藩による狩猟体制や土地管理の違いが藩による獣害の出方の違いになったのではないか．

· オオカミ，シカ，イノシシが出没した地名を地図にプロットすると偏りが見えるか？

トピック

· 東北の獣変遷：生類憐みの令，

· 北上地方を中心にした，藩による獣との付き合いの違い（獣害・狩猟・牧場・駆除），

· 畑作などの土地利用形態，

· オオカミ・イノシシ・シカとの関係

· 気象条件（冷害）

· 耕作地の荒地化

中部班．

トピック

· 中部地域の山林にどれだけ実効支配

· 巣鷹山を中心とした，巣鷹山の巣鷹を介した森林利用（越後と信濃側の支配と土地利用のあり方）．

· 焼畑をすることでどれだけの人口を養うことができたのか

· 木地屋の問題：木地屋に実効支配がどれだけあったのか

· 秋山の木地屋

· 生活様式の変容，食生活・耐久消費財・３種の神器（近現代以降）

· 牛馬の飼育：農耕・食肉・運搬用．１９６０~７０年代に中止．

· 山地利用の変遷．木工・薪炭用の伐採．

· 集落所有（一部個人所有，焼畑耕作地に関して）

近畿班．

トピック

（1） 地域の需給バランスは歴史的にどう変化した？ 

a. 古代の杣：資源枯渇した杣は通常の荘園などに変化

b. 木材流通：桃山期以降、京都への物流の大動脈、木津川船運

c. 江戸〜明治の薪炭：江戸末の薪炭の大量流通、競争力のある商品作物へのシフト（台場クヌギなど）
技術史，農書，林業史を基に，

産物の生産量（木材，薪炭，マツタケなど）を復元する．

（2） 人口集中，資源収奪による問題の歴史が長い

はげ山の歴史（・はげ山・草山の面積か件数）

災害の歴史(・相論・災害史・獣害)

それに対する政策の歴史

九州班．

トピック

· 草原の歴史（火山史・災害史・牛馬史・観光史）

· 阿蘇山ありきで、火山史・災害史・牛馬史・観光史のアノテーションが比較的把握しやすい。

　　　→どれも通史的には把握ができるが、中世以前は数量データが皆無である。

            →理化学的な分析データによる環境史から、事件史を読み解きなおす必要。

· ガバナンスのレベルと変遷ははっきりしている。

　　　→狩猟の場から、放牧の場へ。

　　　　→しかし、近世資料に当たらなければ数量化できない。

· 観光史

　　　　　→山岳信仰の場

　　　　　 　→修験の場

　　　　　　　→ 参拝の場

　　　　　　　　→観光（登山参拝→スポーツ登山→ドライブ）

奄美沖縄班．

トピック

· 交易・貢納産物の採捕（生産）

海；ヤコウガイ（先史）・ジュゴン（近世～近代）シラヒゲウニ（近代）

陸；サトウキビ（近世～近代）

· 森林伐採と森林管理

近世の林政（蔡温政策）と杣山利用

砂糖生産に必要な薪・材の量の推定

· 災害と対策

ソテツ（救荒作物）栽培と利用　

議論

環境史にどういう内容を盛り込んでどういう議論をするのか

（1） 重層するガバナンスのわかる年表


· 環境史を解析する際にガバナンスレイヤーを入れてみる．自然，個人，ムラ，地方行政，政府，国家間

· ガバナンスが複層化することによって資源利用のあり方が変わる例．

（2） 「賢明な利用」と「非賢明な利用」の具体例

· さまざまなトピックから具体例を抽出する

（3） 歴史の画期がわかるもの

· 通史の中で広域ガバナンスは「人と自然の関係」をどのように変革させてきたのか

· さまざまなトピックを元にケーススタディーを積み重ね，日本列島における自然利用の実態を一般化したい

· 生物資源の枯渇と克服の歴史

· 自然の姿の変化

· 人間による自然利用の思想

· 時間を取り扱う難しさ → 解析ソフトの利用

トピックをもとに環境史

· 環境ガバナンスの重層が良くわかる個別の例．各班に最低ひとつ

· いろいろトピックは思いつく

· 本当にデータの収集が可能なトピックどれ？

· 班のメンバーと相談するとともに計画をよく議論する

· 各班・各時代の個別の例を縦に並べて比較すると一般化・抽象化できるだろう．

· その一般化によって現代における「人と自然の関係」の問題点の解消方法や今後の動向などが予想できるかも

· たとえば野生動物とのかかわり方（シカ問題）

· 森林利用と管理

ガバナンスレイヤー層
· ガバナンスレイヤー層

（0） 自然：人為でなく自然の行為．たとえば災害・冷害．

（1） 個人～イエ：行為を受けるまたは行う最小単位

（2） ムラ：行為を受ける最小単位である「個人～イエ」よりも大きく地方行政よりも小さいスケール．「個人～イエ」の自治的集団

（3） 地方行政：地方スケールでの行為．ただしムラよりも大きく中央政府よりも小さいスケール．都道府県・市区町村などの役場，藩，大名など

（4） 政府：日本列島スケールでの行為．たとえば徳川幕府，明治政府，大和政権など

（5） 国家間スケール以上

環境史WGのこれから

· トピックをどうまとめるか

· いつ・どういう形式でまとめるか？

· 巻各章の原稿締め切り（2009年12月）に先立つ，2009年8月くらいには「final的ななにか」ができていることが望ましい．

· それぞれの生態で通史の環境史を作成することで巻冒頭の「XXの環境史年表」を執筆することができる．

· さらに，巻のそれぞれの章についても環境史年表を俯瞰することによって文章が書きやすくなる効果もある．でも環境史の作成は各章執筆のためのデータ集めがなされることで環境史が作成できるので，「環境史年表作成は各章執筆に先立つ」などと言っていたらいつまで経っても文章は執筆されないだろう．

· 2009年9月に環境史関連のWSを開催することが2008年12月7日のコアメンバ会議で決定した．

· 環境史WGは何を目指す

（1） トピックごとのより深い理解

（2） さまざまな生態系（各巻）での自然利用の通史

（3） ケーススタディを積み重ねて，さまざまな生態系を含む日本列島での人と自然の関係のパタンを見出す

· 今後のWGの予定

· 2009年5月（日程調整によっては4月になるかも）に横浜で第6巻にかかわるWS（コアメンバー＋αが対象）が開かれることが決定したので，その前日程にも会合を開いてWSでの発表に望む！それまでに，

· 地域班のトピック選択

· トピックに特化したデータの収集

· ガッ！と解析

· その上で何をどう見せるかを考える．その時の議題はやはり3つある

1) 各地域で取り組んだ複数のトピックをより深く理解することができているのか

2) 地域班の協働によってさまざまな生態系（各巻）での自然利用の通史を画期がわかるように描き出せているのか

3) ケーススタディを積み重ねて，さまざまな生態系を含む日本列島での人と自然の関係のパタンを見出す（一般化）．たくさんのトピックをより深く理解することができたなら，それらの要因を「メタ解析」できないか試みてみる（イメージとしてはダイヤモンドの「文明崩壊」）．

· 上の3つの議題は大きなものであるから，9月のWSとそれに先立つ8月の環境史WG締め切りまでに1-3)をやり遂げるためのロジを立てる．

· 2009年9月に環境史関連のWSを開催．

· ここで発表すべきは上に上げた3点であろう．1) トピックの各論，2) 生態系ごとの通史，3) 人と自然の関係の一般化．

· 2008年度の阿蘇シンポ程度の規模で行われる．開催地などは未定．

· 2009年11月28-29日．2009年度全体集会．

· プロジェクト4年目である2010年2月に列島プロの最終評価が入るので，それに先立って4年間の研究によって何がわかったのかを集大成する．最終評価のいかんによって最終年度の列島プロの振る舞いは決まる．

発表会場からの議論

· 心性・信仰・自然観の歴史的視点を入れたほうがよい

· 殺生禁断

· カミと人界の隔離

· 草木供養塔

· 廃仏毀釈

· 時空間スケール

· 災害の全国データベースはあるのか？

· 阿蘇ではある．

· 京都もある．京都の災害史は立命館大のHP（http://www.rits-dmuch.jp/rekishisaigai/6go.html）に文書としてはあった．OCRソフトを用いればエクセルデータにすることもできるかもしれないが膨大なデータ量である．

· 歴博が持っているのでは？

· ガバナンスレイヤーの数

· 「自然＋個人・ムラ・地方行政・政府＋国家間以上」程度でとりあえず．

· 中世はガバナンスが崩壊した時代だからその他の時代と比較するとおもしろそうだ．

· 要検討事項

· データベースを再利用可能にどうやって作り変えるか．

· クレジットをどうするか．生データを発掘した研究者にどうクレジットを残すか．

· 不幸ではない明るい未来をどう提言するか

· まずはトピックをひとつひとつ丁寧に見ていく必要がある．トピックのタイトル・必要なデータセット・なにがどうなったのかの簡単な顛末記くらいを整理してみてはどうだろうか．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――

その後の作業（2008年10月20～12月5日まで）

· 2008/11/20くらいから各地域班のデータを送ってもらいHu-Timeにインポートできる形に整形していった．

· さらに鬼頭（2000）などによって日本列島の人口データを入力し，インポートした．

· 気温の変遷データを既存の論文などから引用してデジタイズした．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――

第1回環境史ワーキンググループ研究会

2008年10月20日，地球研4研究室にて会合．

参加者：湯本貴和，三戸幸久，寺島宏貴，堀内美緒，上野淳也，蛯原一平，関野樹，村上由美子，瀬尾明弘，辻野亮

湯本さんによる趣旨説明

関野さんによるHU-mapの説明

各地域班担当者による担当地域での環境史年表のおさらい．

北から順に，東北班，中部班，近畿班，九州班，奄美沖縄班による説明と質疑．

＜休憩＞

議論

スケーリングの問題－基盤データの範囲ともかかわる

· ガバナンスレイヤー層

· 個人～行政単位（藩・集落・古代の郡）

· 小さな変化が大きな変化につながる．ガバナンスの変化がどの層から発生し，どのように波及するのか．

· どこまで標準化できるのか．

· 時代・空間スケール

目盛の問題：近現代になるほど記述できる事柄の密度は濃くなるけれども古代などはあまりない．

各班には特有の切り口がある．

年表とはgeneralなものの気がするが，各巻（各班）が特定のテーマをもってまとめる．

すべての巻で取り扱うべき基盤データ

人口，世帯数

気候：気温など計測されるようになってからのデータ．各地域スケールでは気候変動を取り扱えるデータはなかろう．日本列島スケールまたは北半球スケールで議論する必要がある．

植生：氷見山さんの日本列島アトラス（1850年ころ以降のデータ），地域特異的なボーリングコアデータ（切り口を考える．近畿におけるマツ属花粉の変化，秋山における焼畑作物の花粉など）．

社会・経済システムの変化

技術革新：二期作，品種改良，

山林・田畑の面積

動物相

災害：火山・地震・水害・津波・冷害

それぞれの巻で取り扱うべき基盤データ

各巻において議論の中心となるテーマに即した基盤データは以下のようになろう．

草と原巻：牛馬，火山，草原の草の利用形態，阿蘇氏の年表，草原の面積，観光客数，植林・新田開発，災害

里と林巻：薪炭林面積，炭・薪の生産量，商品作物の導入史，禿山の歴史（件数・場所）

海と島巻：水族，海産生物資源（海棲哺乳類・ジュゴン・ラッコ・ナマコ・ヤコウガイ・コンブ・ニシン・など）の捕獲量，マングローブ・魚付林の面積と分布，災害

山と森巻：森林地図，植物種の分布と利用形態，牛馬の戸籍・個体数，地形発達史，乱伐による森林面積の変化，伐採量の変化，観光客数，植林・新田開発，コウゾ・ウルシなどの植林，果樹

ただし，これらはデータとして利用可能かは考えず，羅列した項目なので利用可能かどうかはまた別途考える．

個別資料をケーススタディーとして年表化する

· 資源の枯渇と克服の歴史を資料として裏付けられるのか．

· 法律，法制度，考え方の歴史，税制史，開発史，基地問題，行政によるトップダウンがどれほど有効か，争論（人と人のコンフリクト），

· 一覧性：一目でわかる形に収める．

· 適切な策（政策・技術革新の導入など）によって生産性や石高は高くなったのか（たとえば，米沢藩では飢饉の年でも餓死者が出なかった．これは政治過程によるのだろうか）．まじめにやったら良くなるのか．良くなった点と悪くなった点． 

· 地域の需給バランスがとれていたのか．

· 繰り返される現象に対して各時代各地域の人々がなにをどう行ってきたのか．

今回の集まりでの議題

1） 人間文化研究機構で開発しているツールを利用するか．

蓄積されつつデータを利用可能な形で継承する意味，共同研究としての情報共有，統一したフォームで環境史年表を議論する意味などにおいて利用する価値は高いので利用する．

開発中のソフトはまだ一般に公開する段階ではないので関野さんを通じてメンバーに配布し，データ作成とインポートを行う．辻野がまずソフトの使い方を関野さんから学ぶ．

2） 次の会合の時期（阿蘇でのコアメンバ会議によると12月全体集会までに2,3回集まるとした）

あと一月半でどこまで新規データの作成ができるかは疑問．もう一度会って話し合うのではなく，全体集会の直前に日程をくっつけて，現在までに得られている年表の基データをインポートして成果物を見ることで，全体集会で話すべき内容を議論する．すなわち日程は2008年12月5日の昼から翌日の昼まで．地球研にて行う．遠方からの来所者には地球研ハウスの予約を早速とる．三戸さん，上野さん，寺島さん，堀内さんが対象者なので， 1人部屋を4つ予約した．

3） それまでにすること．

それぞれの巻とすべての巻で取り扱うべき基盤データ，さらに個別資料をエクセルのデータにまとめる．現在手元にあるか，ちょっと調べればわかる程度のデータを対象としてまとめ，今回データとして出すことができない（または難しい）ものはとりあえず無視する．全体集会では環境史WGがどの方向を向いてどの程度までやっているのかを発表する（だれがどうやって発表するかは追々考える）．

12月5日にいきなり各自がデータを持ち寄ってデータインポートすることは無理なので，11月半ばぐらいを目処に辻野がWGメンバーからデータを送ってもらってあらかじめ試行錯誤しておく．

――――――――――――――――――――――――――――――――――――

環境史年表ワーキンググループ担当メンバー

地域班担当者

サハリン班：なし

北海道班： 右代啓視ushiro.hiroshi@pref.hokkaido.lg.jp (職場),ushiro_h@wave.plala.or.jp (自宅)

東北班：三戸幸久HZW01315@nifty.com
中部班：寺島宏貴tera_sitespecific0919@hotmail.com
近畿班：堀内美緒h-mio@a01.mbox.media.kyoto-u.ac.jp
九州班：上野淳也junya-u1378@hotmail.co.jp
奄美沖縄班：蛯原一平ipeebi@yd6.so-net.ne.jp
サポート

古生態班：未定

Hu-time：関野樹sekino@chikyu.ac.jp

事務：辻野亮turi@chikyu.ac.jp

地球研：佐々木尚子，石丸恵利子，村上由美子，瀬尾明弘，湯本貴和

ushiro.hiroshi@pref.hokkaido.lg.jp, ushiro_h@wave.plala.or.jp, HZW01315@nifty.com,  tera_sitespecific0919@hotmail.com, h-mio@a01.mbox.media.kyoto-u.ac.jp, junya-u1378@hotmail.co.jp, ipeebi@yd6.so-net.ne.jp, sekino@chikyu.ac.jp, turi@chikyu.ac.jp, sasaki_n@chikyu.ac.jp, ishimaru@chikyu.ac.jp, mura@chikyu.ac.jp, aseo@chikyu.ac.jp, yumoto@chikyu.ac.jp
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薪 ／ 炭 ／ 粗放的な薪炭 ／ 集約的な薪炭 ｜ガ

陥穽 ／ 陥穽・弓・槍 ／火縄銃｜村銃｜新

水稲導入 奈良時代新田 近世初期新田 明治の新田

天然林減少と植林増加（イメージ）

古代略奪 中世略奪 近世枯渇 育林 枯渇 造林

弥生古墳 ｜奈良｜ 平安 ｜ 鎌倉室町 ｜ 江戸 ｜明大昭

列島人口
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